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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，系統分類学上，特異な位置にあり，また，その特異な生活環の故に，生物の発生分化
のモデル系として研究されている，細胞性粘菌PoりS抑〃〃㈱pα〃伽榊，およびD的08肋㈱狐一
co伽舳を用いて，この生物のミトコンドリア（鮒）DNAの一般的性質と有性生殖過程における㎜t
の伝達様式を明らかにすることを目的としたものである。
　本論文は，2章からなり，その要旨は次の通りである。
　ユ）細胞性粘菌㎜tの一般的性質
　赦の数は，種や交配に型にかかわらず細胞当り70－90個であった。また，．発生過程を通して，㎜t
の数はほぼ一定であったが，㎜tの形態変化が観察された。また，二，三の就遺伝子の発現を
Northemb1ot法で調べたところ，発生過程において，L－rRNA，S－rRNAとNADHdehyd－
rogenasesub㎜it1の㎜RNAの量はあまり変化しなかった。しかし，ATPasesub㎜it9の臓RNAの
量は減少した。また，ある生物では，ATPase　sub㎜it9の遺伝子は核とmtの両方に存在するが，細
胞性粘菌では㎜tのみに存在していた。
　2）P．〃胴㈹の有性生殖過程における㎜tDNAの遺伝様式
　細胞性粘菌の有性生殖過程では，まず，異なる交配型（㎜at！と服at2）の半数体細胞が融合して，
㎜aCrOCySt（接合子）を形成し，肌aCrOCySは一定の成熟期間の後に発芽して，半数体のアメーバを放
出する。この交配型が異なる株の間で，㎜tDNAの多型（RFLP）が存在することが分かった。そこで，
このRFLPを物理的マーカーとして，P．〃胴舳の耐DNAの遺伝様式を調べたところ，mtDNA
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は全て㎜iparenta1に遺伝されていることが分かった。また，同じ系統株の間で交配すると，榊α亡2
の細胞由来の㎜tDNAが遺伝されたが，異なる系統株の問で交配した場合は，おもに舳亡2の細胞由
来で，少数であったが，榊耐1の細胞由来の狐tDNAも遺伝していた。しかし，この場合でも，1個
の狐acrocystからの子孫は，全て同じ型の㎜tDNAを遺伝していた。また，全てのmacrocystの子孫
に両方の交配型の細胞が存在していたので，㎜tDNAの伝達は交配型とは関連していないことが分
かった。これらの結果は，P．〃肋舳のmtDNAの遺伝は核に存在する，遺伝子によって制御され
ている可能性を強く示している。
　以上，細胞性粘菌の㎜tの遺伝において，1）両交配型の㎜tの数やn王tDNAの長さ，それにメチル
化の程度などに差が見られなかったので，細胞レベルでの跳tDNAの選択はないものと考えられ，ま
た，2）同じ系統株間の交配の場合，倣α亡2細胞の遺伝子が榊αf1細胞の遺伝子よりも優性（do㎜inant）
であり，異なる系統株間の交配では，その核遺伝子が相互優性（COdOminant）であると考えられた。
おそらく，卿tDNAの遺伝は，交配型の遺伝子に支配されているのではなく，鰯tの遺伝に関与する遺
伝子が交配型の遺伝子座位の近くにあるものと思われる。
審　　査　　の　　要　　旨
　耐の遺伝は，核遺伝子の遺伝様式と異なり細胞質遺伝であるが，同型配偶子の場合は，両方の配
偶子から同数の耐が移されるため，その遺伝様式は複雑で不明な点が多い。著者は，典型的な同型
配偶子の生物である細胞性粘菌の有性生殖過程において，醐tDNAは全て㎜iparenta1に遺伝されるこ
と，また，同じ系統株聞の交配では，狐t2細胞の遺伝子が㎜tユ細胞の遺伝子よりも優性であり，異
なる系統株間の交配では，その核遺伝子が相互優性であることを明かにした。
　この結果は，同型配偶子の生物の赦の遺伝に，核遺伝子が関与しているであろうことを示した数
少ない研究の一つであり，この分野の研究を展開する上での基礎となるものとして，高く評価される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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